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研究者を志すにあたり、日本学術振興会特別研究員（俗にいう
「学振」）に採択されることを目標にする大学院生は多いと思い
ます。基本的に「学振」の審査資料は実質数ページの申請書の
みですので、申請書のクオリティによって採否が決まるといって
も過言ではないでしょう。優れた申請書を作成するには、研究能
力のみならず、申請書を良く見せるテクニックや通りやすくする
ポイントを踏まえることが重要となります。

本講演では、私のこれまでの「学振」申請経験（特別研究員
DC1不採用、DC2採用、PD採用、海外特別研究員採用）を踏

まえて、私が思う「学振申請書攻略法」を、今まさに申請書作成
中、あるいは今後申請を検討している大学院生や若手研究者
の方々にざっくばらんに共有したいと思います。科研費や民間
助成金などの申請書にも共通することが多いので、今後研究費
申請をずっと行っていく定めである研究者志望者の方はぜひご
参加ください。また、今回紹介するものと別の攻略法がある方は
、ぜひ議論の場で共有していただけると幸いです。
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